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講師 名大･理 益 田 義 賀
固体における典型的な多性効果である磁性と超伝導とは相反する性質であるが,磁性





･og (Tc/Tc｡)- サ(与)-サ(i+or14αTc./a｡,T｡) (1)
T｡.は磁性不純物のない場合の転移温度･ a-27TnN(EF)J2S(S+1),αcr-7TTc｡
/2T, logT-0･577-･, nは不純物濃度･ Jは不純物スピンの交換相互作用の強
さ, Sは不純物スピンの大きさである｡一方,Andersonモデル的な立場からは不純物
は磁気モーメントをもつ場合ともたない場合とがある｡ 前者の坂合は不純物は対破壊効 r











言- Jll+JN(FJF) log(EF/kBT)i~1 (2)
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第 3図 実線はkHN(EF)drJIc
/dnln=O:TK/TcokS-1/2
と仮定してM.Il.-Zにより
計算 した理論曲線｡×はIJa
Ce系における11Cの圧力変
化｡圧力を加えるとともに
TK/Tcoが増加すると,dTc/
dnの値は実線にそって左か
ら右- と変化する｡二元合金
の組成の変化に伴 うTK/Tco
の変化は,
o(lJa,Y)ce･^ lJa,_x
CexAj7●(IJa,Th)ce
についての実験結果を示す｡
(文責 岡本清美 )
